








































































































LMS を設置せず、サービスプロバイダの提供する ASP サービスを利用する場合もある。図表３は、大学、短大、
高専などの高等教育機関で利用している LMS の種類とその利用率を示す。合計の利用率を見ると、「Moodle」の
30.5%が最も高く、「独自システム」が 29.0%、「Web class」が 15.1%と続く。ここで「Moodle」はオープンソース・
ソフトウェアであり、「Web class」は有償で提供されるソフトウェアである。
































































































































































　Moodle（ムードル）は、オーストラリアのカーティン工科大学の Martin Dougiamas 氏が開発した LMS の一つ
であり、本稿の執筆時点ではバージョン 1.9.4 が最新版としてダウンロード可能となっている（http://download.
moodle.org/）。
　Moodle は、Web 用のプログラミング言語の一つである PHP（Hypertext Preprocessor）が動作する UNIX（Linux、
FreeBSD、Solaris など）、Windows、MacOS X と、ほとんどの OS で動作する。Moodle の操作は、すべてウェブ
ブラウザを介して行う。Moodle をインストールするには、指定されたバージョン以降の３種類のソフトウェア（Web
サーバー：Apache、プログラミング言語：PHP、データベース管理システム：MySQL や Postgres など）があら

















































　筆者が研究室に設置し、Moodle をインストールしたサーバー機の構成を図表６に示す。当初は RAM の容量を本
体標準の 256MB で構成していたが、同時に数名の学生がアクセスすると著しく応答速度が低下し、ほとんど止ま
ってしまう現象が発生したため、早々に RAM を増設して容量を 512MB に拡張した。この拡張により、同時に 20
名前後の学生からのアクセスであれば支障なく利用できるようになった。しかし、受講学生数が増えて 50 名以上
が同時にアクセスを行った際には、やはり著しく応答速度が低下する現象が発生したので、さらに RAM の容量を










ハードウェア 本体 IBM xSeries100
CPU Celeron D 326 2.53GHz
RAM 2GB
HDD 80GB SATA
ソフトウェア OS Sun Solaris10 3/05 x86





































している。これらの授業は PC 端末 54 台を設置したコンピューター教室で行われるため、各学生は授業時間内に
Moodle を利用できる環境にある。学生には授業の始めに Moodle サイトの URL を告知するとともに、ログインす
るために必要となる各自の ID とパスワードを配布し、ログインの方法とサイトの利用方法を説明している。ウェ








































































　多くの高等教育機関ではｅラーニングの導入を着々と進めており、平成 19 年度において、国内大学では 30%以
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